
 

平成 29 年度サポーター養成講座 実施状況 

 

１ シンポジウム 

・日時：平成 29 年８月 29 日（火）午後 

・場所：（御成小学校ランチルーム） 

・参加人数  71 人 

   参加者内訳 

保育園保育士８人・幼稚園教諭１５人・小中学校２４人（うち、教育委員２人、教育センター相

談員２人、学級介助員３人）・障害児通所支援事業所職員５人・地域の子育て支援４人・ 

子育て支援センター８人・市職員７人 

 

 

２ 平成 29 年度 鎌倉市発達支援サポートシステム推進事業サポーター養成講座 

 

回 日程 場所 参加人数 

第１回 平成 29 年 ９月 20 日（水）午前 福祉センター 47 名 

第２回 平成 29 年 ９月 22 日（金）午後 福祉センター 46 名 

第３回 平成 29 年 10 月 ５日（木）午前 福祉センター 50 名 

第４回 平成 29 年 10 月 ７日（土）午前 福祉センター 60 名 

第５回 平成 29 年 11 月 ４日（土）午後 福祉センター 61 名 

第６回 平成 29 年 11 月 29 日（水）午後 福祉センター 64 名 

第７回 平成 29 年 12 月 6 日（水）午後 鎌倉消防署 60 名 

 

参加実人数 106 人  参加延べ人員 388 人  全日程修了者 23 人 

【全日程（７日）修了者： 23 人】 

（内訳）こどもの家職員 13 人・保育園保育士４人・地域の子育て支援２人・子育て支援センター１人・

小学校（スクールアシスタント）１人・障害児通所支援事業所職員１人・幼稚園教諭１人 

【参加者の職業について】 

保育園保育士 25 人（23.6％）・障害児通所支援事業所職員 23人（21.7％）・幼稚園教諭 18 人（17.0％）・

小中学校14人（うち、中学教諭１人、教育センター相談員１人）（13.2％）・こどもの家職員16人（15.1％） 

地域の子育て支援６人（5.7％）・子育て支援センター３人（2.8％）・不明１人（0.9％） 

 

 

 

資料６-（1） 



【アンケート結果（抜粋）】 

・今まで気にはしていても、もう一歩前に出られなかったが、少数派の子どもたち達を元気づけたいと

一層思う（子どもの家） 

・先生方の意向や意見も入れつつ、子どもたちをささえることに尽力したい（学級介助員） 

・3歳園児（ＡＤＨＤ）の対応で大変だったが、今回の学びを活かし、少しでもサポートしていきたい 

・この３か月で子どもたちに関わる自分の姿が少し変わった気がする。ひとりひとりがどういう理由

で行動し発言したのか、とても考えるようになった 

・自分の子がまさにそうなのでためになった。産まなきゃよかったと後悔していたが、頑張ってみます 

 （保育士・当事者） 

・障害があろうとなかろうと、伸び伸びと自由に遊べる環境作り（自然）が今後出来ていけばよいと思

う 

・良い所を伸ばすと他が伸びる、誰にも良い所がある。それをこれから実践していきたい 

・特性の理解、支援のやり方、実践が具体的に分かった 

・子どもの見方が変わった。普段の支援がいかに子どもに我慢させ、頑張らせているかを思い知った 

・感覚の違い、感覚（五感）への支援が具体的に分かった 

・具体例をまじえた講義でとても分かりやすい。他 


